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れしいことに，「人のしないことをすることにこ

そ，価値がある」と信じている研究者同士は，出

身や研究対象は違っても話が合い，弾むのだ．こ

のような“研究対象はバラバラだが思いは同じ”

集まりは，いままでなかったのではないか？

結果としてわたしには，とにかく日本の将来に

希望がもてた．若手発の“美しい’'，そして‘‘夢の

ある”多くの研究を目の当たりにし，参会者一同

がその希望を共有できた—会のあとに多くの感

想が寄せられた一ーことには，本当に感激した．

なお余興として行った，わたしを含む 3人の小

講演(7)--「優れた研究とは？」（和田），「時間生

物学」（上田泰己），および「ライバルに嫌がられ

る研究戦略」（林崎良英）ー~も，参考になったと

いうありがたい反響を，多くの参会者からいただ

いた．

「理研GSC七タミーティング」は来年も開催... 
の予定であり，これが俊れた若い研究者の発掘マ

シシとして定着することを願っている．

至言「千里の馬は常に有れども伯楽は常に有ら
かん o eび はくらく

ず（韓愈「雑説」）」の醸尾に付して，名伯楽とし

ての理研があってもよいではないか， と思う次第

である．
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7月号掲載のクロマグロに関するオピニ
オン記事への反論

松田裕之＂•金子与止男＊2 ・赤嶺淳＊3
中野秀樹"•石井信夫＊5
＂ 横浜国立大学．．’ 岩手罪立大学．” 名古屋市立大学．
．` 速洋水産研究所． •8 東京女子大学

本会の開催に当たっては（社）東京倶楽部から助成があった

ことを記して感謝する．
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標記オピニオン記事は，事実の誤認に加えて，

大西洋クロマグロの附属書I掲載が否決された背

景の分析が不十分である．この論考は資源管理

（勝川俊雄），国際政治（石井敦），メディア報道

（井田徹治）の 3部構成となっているので，各項目

について反論を述べる(1).

まず資源管理については，たしかに東大西洋系

群は，あと数年で資源が「崩壊」(collapse)する

勢いであり，それ自体は問題である．しかし，

「崩壊」は勝川氏が用いた「消滅」と同義ではな

ぃ．これは，大西洋クロマグロの西大西洋系群を

絶滅危惧とした国際自然保護連合(IUCN)の1996

年のレッドリスト判定に科学的に疑義がある(2)こ

とと同根の問題を含む．すなわち，絶滅リスクは

本来，個体数と減少率の両方に依存する． しかし，

IUCNもCITES（ワシントン条約）も，減少率のみ

で判定する基準がある．これは個体数の情報がな

い生物種にも対応する予防措置である．大まかな

資源菰が推定されている水産資源まで，情報の乏

しい種と同列に減少率のみで判定すべきではない．

次に国際政治では，附属書I掲載（禁輸措置）に

よって CITESが資源管理を補完する旨が述べら

れている．しかし，マグロを資源として持続的に

利用する観点から見れば，附属書Iは補完とはい

えない．しいて言えば，附属書I掲載提案という

政治的圧力は，持続的利用を補完しえるだ・ろう．

今回も，モナコが提案した後， ICCAT（大西洋ま

ぐろ類保存国際委員会）の年次会合で漁獲枠削減

が科学委員会の勧告通りに合意され，今年4割減，

資源が崩壊の危機に陥った場合には来年の漁業を

停止することになった．
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また，クロマグロの掲載と他の生物種の掲載は

無関係であり，波及の恐れを指摘した日本政府は

間違いという．しかし， CITESには類似種規定

（附属書I• II掲載種と識別困難な種は，附属書II

に掲載できる）があり，大西洋クロマグロが掲載

されると太平洋クロマグロやミナミマグロも掲載

される可能性があり，無関係ではない．事実，強

硬な反捕鯨国で知られ， ミナミマグロを漁獲する

豪州は附属書I掲載に反対した．

さらに，禁輸措置は輸出に頼らざるを得ない途

上国には不公平という日本の主張は間違いと述べ

ている．しかし， EUはCITESで禁輸措置を受

けても域内で漁獲，貿易できるので，やはり途上

国は不利である．また， ICCATでの資源管理強

化に抵抗したのは EU漁業国であり，日本ではな

ぃ． 7月号の記事を読んでも，これらの点は読者

には全く伝わらないだろう．

次にメディア報道の項も誤解を招く．まず，附

属書I掲載は「クロマグロとパンダを同一視する

ことにはならない」と述べられているが， CITES

のしくみはまさに， この二者を商取引ができない

ほど絶滅のおそれが高い種として同一視すること

なのであるまた「FAQの専門家パネルの多数

が（中略）基準を満たす十分な証拠があると認めて

いた」とあるが，専門家パネルは，絶滅のおそれ
J 壽闘幽浩饂|

困学」と「心眼」をつなぐ設計・デザイ
を総合的に判断したのではなく， CITESの減少 ンのために

率基準に合致するかを検討しただけである．

の施策の実現が肝要である．さらに 8月3日に

は，水産庁審議官，大間と壱岐のマグロ漁業者な

どが講演する WWFジャパン主催の国際集会が

開かれている．

他方， 日本が途上国を金やご馳走で買収したと

言わんばかりの報道も見られた．これは，否決の

理由や背景を分析せず現実から逃避しているだけ

でなく，途上国を侮辱している． CITESでも国

際捕鯨委員会(IWC)でも，日本は投票態度によっ

て干渉されない無記名投票を望み，欧米や環境団

体は記名投票を望んでいる．途上国は，いつも日

本の味方をしているわけではない．今回も，他の

生物種についてはさまざまな投票行動があった．

気候変動枠組み条約や生物多様性条約でも，締約

国間の対立は増してきている．科学者は自分の理

想を語るだけでなく，締約国が合意できる解と論

理を探すべきだろう (3).
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また，ほとんどの全国紙の社説は日本政府や消

費者の責任を指摘しており，「不勉強で一方的」

というのは当らない．水産庁は 5月 11日の段階

で「太平洋クロマグロの管理強化についての対

応」という声明を出し， WWF（世界自然保護基

金）ジャパンは翌日歓迎の意思を表明した．この

水産庁声明は，小型魚大温漁獲の規制や畜養の実

態報告の義務化などに言及している．特に，大西

洋と異なり，日本自身が主に漁獲する太平洋のク

ロマグロについては，貿易の規制ではなく，日本

が主体的に管理する必要がある．この声明どおり

藤田克志ふじた
福井工業高―専門学校

かつし

E.S.ファーガソン著，藤原良樹・砂田久吉訳

「技術屋の心眼」平凡社(2009)（原題はEngineer-

ing and the Mind's Eye)を読んで，これはこの頃

感じていることにつながると考えて筆をとった．

Engineeringは，科学的な根拠に基づいた知識

と，そこから導き出された知恵や経験との融合に

よって成立している．ファーガソンはその知恵や

経験を「心眼」と表現し，訳者たちは「知識」と

「経験」の融合を重要視する者として「技術屋」
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科学・環境

畑に現れたヒグマ。作物のビートを
くわえている＝ 2 0 1 7年 7⽉、北海道
森町、⿊澤篤さん撮影

2 0 1 9 年 0 8 ⽉ 0 2 ⽇

北海道のヒグマも個体数調整を考えるべきだ
札幌の市街地にまで出没、まずはもっと科学的調査と検討を
松⽥裕之  横浜国⽴⼤学⼤学院環境情報研究院教授、 P e w海洋保全フェロー

図１  札幌市南区のヒグマ出没情報より  。⿊は⽬撃、⾚は親⼦連れの
⽬撃、オレンジは⾜跡発⾒。地下鉄真駒内駅付近を含む、森に隣接する
市街地での出没が常態化している。
札幌市南区ヒグマ出没情報

 札幌市の市街地でヒグマがしばしば出没している（図 1）。 2 0 1 5年に知床世界
遺産地域のヒグマの⼈慣れ問題を紹介した が、もはや国⽴公園だけでなく、政
令指定都市でさえもクマ問題が深刻化している。環境省、北海道、札幌市の⾏政
とクマ学者の対応が後⼿に回っていると⾔わざるを得ない。

シカは知床でも屋久島でも個体数調整をしている

 増えすぎた野⽣動物への対処法として、「個体数調整」（駆除により⽣息数を
コントロールすること）がある。エゾシカを含むニホンジカは、 1 9 7 0年代は個
体数が少なく、保護対象だったが、数が増えたために 1 9 9 8年に道東地域エゾシ
カ保護管理計画 を策定して個体数調整を始めた。この時は、多くの批判が寄せ
られた。けれども、今では世界遺産地域の知床 や屋久島 でもシカの個体数
調整を⾏っている。

 シカと異なり、クマの被害は⼈命にか
かわり、市街地に出没するだけで⼦供の
登下校やマラソン⾏事中⽌などの制約を
受ける。札幌市は「事前に、各区のホー
ムページなどからヒグマの出没情報を収
集し、出没している場所には近づかない
ようにしてください」（ヒグマに遭わな
いために ）と記しているが、そのよ
うな対応だけで住⺠は安⼼できるのだろ
うか。

クマは「問題個体」だけを駆除
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 現在の管理計画 は、⼈に意図的に近づくまたは農地を荒らす「問題個体」を
個体群存続に影響のない範囲で捕殺数に上限を求めて駆除するとしている。

表１  出没した個体の有害性の段階と対応⽅針の概要＝北海道ヒグマ管理計画概要
から
h t t p : / / w w w . p r e f . h o k k a i d o . l g . j p / k s / s k n / h i g u m a / h o k k a i d o _ b e a r _ m a n a g e m e n t _
p l a n 0 5 . p d f

 そうではなく、エゾシカと同様に個体数調整に転換するという選択肢を考える
べきではないかというのが筆者の意⾒である。しかし、これが意外と簡単ではな
く、多くの課題がある。

個体数の推定値の幅が⼤きすぎる

 札幌市に出没するヒグマは「積丹・恵庭個体群」であるが、隣接する「天塩・
増⽑個体群」とともに、環境省により「絶滅の恐れのある地域個体群」に指定さ
れている。近年の積丹・恵庭個体群の個体数推定値 は 8 0 0 頭 ± 6 0 0 頭（つま
り、 2 0 0〜 1 4 0 0頭）とされている。この推定値も科学的根拠が⼗分とは⾔えな
いが、本当に 2 0 0頭ならば保護すべきである。だが、問題個体の数はかなり多
く、それを減らしていくと地域絶滅の恐れが増してしまう。

 ⼀⽅、天塩・増⽑個体群については、問題個体も他地域に⽐べてけた違いに低
いから、駆除の必要性は薄い。いずれにせよ、より精緻な個体数推定が必要だ
が、環境省は今年度から知床のクマ個体群の推定に研究予算を付けたが、札幌の
クマの個体数推定は⽬途すらついていない。個体数調整を議論するには、個体数
の推定精度を⾼めておく必要があるので、これは困ったことである。

 環境省としては国⽴公園の施策を重視するのかもしれないが、市街地での⼈と
野⽣動物の関係も重要課題のはずだ。 5⽉には札幌市内で⾃転⾞を追いかけたか
に⾒えるクマを⾒つけて⾃動⾞で体当たりした事件があった。どうやらこのクマ
は意図的に追尾したのではなかったらしく、危険性は少ないという。しかし、そ
もそも、百万都市の市街地に野⽣のクマと⼈間が共存することを受け⼊れるべき
なのか。

 ヒグマ対策では、個体数よりも、⼈慣れなどクマの質が問題だった。古来、ア
イヌはクマをキムンカムイ（⾮問題個体）とウェンカムイ（問題個体）に分けて
認識していたという。それならば両者の個体数を分けて推定する⽅向を⽬指せな
いか。それができれば、個体群動態モデルに基づく管理ができる（松⽥「⽣態リ
スク学⼊⾨」 ）。

 現状では、⾮問題個体の数は不確実だが、⼈前に出没する問題個体数はある程
度把握できるようになっている（ヒグマ管理計画の資料 6 ）。そして、札幌市
を含む積丹・恵庭地域の捕獲数は図 2のように少ないが、問題個体（表 1の段階 2

以上）の数はかなり多いという実態も明らかになっている 。
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図２  地域個体群別のヒグマ捕獲数＝北海道の資料から
h t t p : / / w w w . p r e f . h o k k a i d o . l g . j p / f i l e . j s p ? i d = 1 1 8 9 4 8 4

もっと科学的調査と検討が欲しい

 エゾシカが先例となった⿃獣保護管理法の特定計画制度 は、状況に応じて⽅
策を変える「順応的管理」を標榜している。個体数の増減に応じて、①⾮問題個
体も捕獲して全個体数を減らす場合、②問題個体のみを駆除して個体数を維持し
被害のみを減らす場合、③問題個体もすぐには捕殺せず学習放獣して絶滅回避を
⽬指す場合、を使い分けてよい。 1 9 9 0年に春グマ駆除を禁⽌してから、クマの
個体数も分布も問題個体数も⼤きく変化した。それにもかかわらず対応⽅針を変
えないというのであれば、順応的管理の原則が⽣かされているとは⾔いがたい。

 トドやゼニガタアザラシの場合、漁業被害が深刻となり、 2 0 1 5年に国内で準
絶滅危惧種に格下げした上で個体数を減らす⽬標を定め、それぞれ⽔産庁と環境
省が個体数調整を始めた 。札幌市に出没するクマについては⽣息数の推定誤差
が⼤きすぎ、絶滅危惧個体群の指定を⾒直す動きもない。

 いずれにしても、科学ができることは、クマの市街地への出没を減らすための
⽅策とか、市街地に出没するクマをできるだけ刺激しない⽅法を検討することで
ある。そのどちらを選ぶかは社会の選択であり、科学的に決められることではな
い。ただし、後者については札幌市も取り組んでいるが、前者については議論さ
えされていない。市街地への出没を減らすための個体数調整を社会が望んだとき
に備え、本来ならばもう少し科学的調査と検討が欲しいところだ。

 本州と四国には、ツキノワグマが⽣息している。四国のツキノワグマは⼗数頭
しか確認できず、絶滅の恐れがかなり⾼い。ツキノワグマでは、特に冬眠明け個
体の肥⼤した胆嚢（熊の胆）が⾼価で取引されうる。この状況は北海道に⽣息す
るヒグマも同じだ。クマはワシントン条約（絶滅の恐れのある野⽣⽣物の国際取
引に関する条約）では附属書 Iまたは I Iに指定されている 。もし⼤量に捕獲す
るならば、熊の胆の流通の適正化を図るなど熊胆管理体制の構築を図る必要性が
指摘されている 。
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 また、政令指定都市の市街地やその近郊の森や公園で、どのようにクマを駆除
するかも注意を要する。クマの銃猟の経験のある猟師の数は減り、技術的な検討
が必要だろう。

 1 9 9 8年にエゾシカの個体数調整を始めた時と⽐べても、クマの個体数調整に
は課題が多い。だが、少なくとも、社会がそれを選択肢の⼀つにできる準備は、
⾏政と科学者の側で進めておいたほうがよいと思う。

 これは北海道のヒグマだけにとどまらない。四国のツキノワグマは絶滅危惧と
述べたが、かつては問題個体も⽣け捕りにして放獣していた兵庫県も、最近では
駆除するようになっている。近畿、中部、東⽇本にかけては、やはり⽅針転換を
技術的に検討すべき段階にきているかもしれない。
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科学・環境

草原をあるくアフリカゾウ＝ 2 0 1 7
年、ケニア・アンボセリ、三浦英之
撮影

2 0 1 9 年 0 9 ⽉ 0 3 ⽇

野⽣のゾウ、使って守るか、使わず守るか
「象⽛国内市場の完全閉鎖」が⾒送られたワシントン条約締約国会議
の背景
松⽥裕之  横浜国⽴⼤学⼤学院環境情報研究院教授、 P e w海洋保全フェロー

象⽛の国内市場の完全閉鎖は決議されず

ワシントン条約締約国会議。最近はネットを介して資料が提供され、ペーパーレス
化が進んでいる＝ 2 0 1 9年 8⽉ 2 7⽇、スイス・ジュネーブ

 絶滅の恐れのある野⽣動植物の種の国際取引に関する条約（ワシントン条約＝
C I T E S）締約国会議が、 8⽉ 2 8⽇までスイス・ジュネーブで開催された。 3年前
の前回も論じた が、今回も引き続き、「象⽛の国内市場閉鎖」が議題の⼀つに
なった。前回は「密猟または違法取引を助⻑している国の国内市場閉鎖を勧告す
る決議」が採択された。これに従う法的義務はないが、中国は 2 0 1 7年末に市場
を閉鎖した。

 今回、閉鎖していない⽇本と E Uを名指しして「国内市場の完全閉鎖」を求め
る決議案がケニアなどから出されたが、⽇本やアフリカ南部の国が反対し、結
局、⽶国が出した「国内市場のある締約国に、象⽛管理の徹底や違法取引をなく
す取り組みの状況を来年の常設委員会までに報告するよう求める」案 が、 2 7

⽇の全体会合で採択された。完全閉鎖の勧告はこの条約の範囲と任務を超えてい
ると解釈できるだろう。

アフリカ東部では密猟で激減、南部は持続可能な利⽤を⽬指す

 アフリカゾウは、アフリカ東部では密
猟のため個体数が激減しているのに対
し、南部では個体数が増加傾向にある。
すなわち、東部は密猟により絶滅の恐れ
があり、南部では持続可能な資源利⽤が
できる。完全閉鎖案は南部も含む世界中
での象⽛の持続可能な利⽤を阻む措置で
ある。

 象⽛の国際商取引は、 1 9 8 9年に同条
約で禁⽌された。アジアゾウは 1 9 7 5年
に商業取引を禁じる「付属書Ⅰ」（絶滅
のおそれのある種であり、学術研究⽬的
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以外の国際取引を全⾯的に禁⽌する）に⼊っており、この年にアフリカゾウも
「付属書Ⅰ」に記載されたのである。しかし、 1 9 9 7 年にジンバブエ、ボツワ
ナ、ナミビアの南部 3カ国は、アフリカゾウを商業取引が可能な「付属書Ⅱ」に
記載することが認められた。それ以後、有害駆除と⾃然死した個体の象⽛に限
り、南部から 1 9 9 9年には⽇本へ、 2 0 0 9年には⽇本と中国への⼀回限りの輸出
（ O n e - o f f  s a l e）が認められた。現在の⽇本の市場には、禁輸以前とこれらの
年に輸⼊した象⽛の在庫がある。

 ⽇本国内で全形を保った象⽛を売買するには登録が必要だ。禁輸以前の象⽛に
は未登録が多いが、今年 7⽉から登録要件が厳しくなったため、その前の駆け込
み登録が増えたという。合法的に取得、登録した象⽛でも、輸出はできない。し
かし、⽇本の取引業者や顧客が違法性を認識していないとの指摘がある。違法な
取引は減らしていかねばならない。

 3年前に私は、中国市場が閉鎖した後、密猟密輸がどうなるかを⾒れば、⽇本
への批判が妥当かどうかわかるだろうと述べた。①中国等で依然として密売が続
いて市場閉鎖の効果がないか、②中国だけの市場閉鎖で密猟と個体数減少に⻭⽌
めがかかるのであれば、⽇本への批判は当たらない。③中国の代わりに⽇本へ密
輸されれば、⽇本への批判は免れない。今のところ、③が起きている兆しはな
い。

 2 0 1 1年から 2 0 1 7年にかけて、つまり中国の市場閉鎖以前から、密猟は減る傾
向にある。いずれにしても、今回の会議に出された統計は中国が市場閉鎖する
2 0 1 7年末以前のものであり、もう少し事態を⾒守る必要があるだろう。

主要な論点は保全と保存の⽴場の違い

 象⽛は現代⼈に必須ではないと思うかもしれない。確かに印鑑などには合成樹
脂の代替品もある。これに類した議論は⽇本⽣態学会で「ゴルフ論争」として知
られている 。ゴルフがなくても⼈間は⽣きていける。しかし、だからといって
「ゴルフの出来ない社会が幸せであるとは思えない」と、当時の会⻑が苦⾔を呈
した。

 南部アフリカ諸国にとって、野⽣動物は貴重な収⼊源でもある。乱獲は国際標
準に反するが、せっかく持続可能に利⽤しようとしているときに、その収⼊源を
断つのが正しいことなのか。本来⽬指すべきは持続可能な資源利⽤ではないか。

 象⽛が育む多様な⽂化にも⽬を向けたい。途上国にとっての経済的価値は環境
団体も認めている 。

 ⾃然保護には持続的利⽤を⽬指す保全（ C o n s e r v a t i o n）と原⽣⾃然の保存
（ P r o t e c t i o n）を重視する考えがある。保存の⽴場ならば、利⽤しようとしま
いと、ゾウが守られればよいだろう。けれども、保全の⽴場からは、禁猟は「失
敗」である。

 2 0 1 0年にタイセイヨウクロマグロを「附属書 I」に掲載する動議が否決された
とき、反対に動いた⽇本政府は環境団体から⾮難された。それからわずか数年
で、同種は資源量が⼤幅に回復し、資源管理の成功例として彼らも称賛してい
る。そして、現実問題として、環境団体が深くかかわる種が⼀度「附属書 I」に
掲載されると、それを格下げして国際取引を復活させることは容易ではない。種
判別がかなり容易になった現代においても、ミンククジラはシロナガスクジラな
どと鯨⾁の判別が困難な類似種とみなされ、鯨類全種が「附属書 I」に掲載され
続けている。

重要なのは、密猟と密輸を封じること

 保存にしても保全にしても重要なのは、密猟と密輸を封じることである。図
1、 2のように、世界中で毎年数⼗トンの密輸品が押収されている。ただし、年間
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図１  世界の象⽛押収件数の年推
移。摘発率に依るので，増減傾向は
即断できない。
ワシントン条約締約国会議資料

図２  世界の象⽛押収量の年推移。
ワシントン条約締約国会議資料

ゾウに壊されたスリランカの⼩学校
農家が収穫時に寝泊まりする樹上の
⼩屋。農地を荒らすゾウを光と爆⾳
で追い払う＝いずれの写真も
K . B . S . S . F e r n a n d o⽒の横浜国⽴⼤学修
⼠論⽂より

約 2万頭が密猟されていたというから、摘発は⼀部に過ぎず、密猟象⽛を売りさ
ばく巨⼤な闇市場の存在がうかがえる。

 中国が市場閉鎖される以前の 2 0 1 6年 8⽉に、⽇本から違法に輸出された 1 , 6 3 9

点（重量 1 0 1 . 4 k g）もの象⽛製品が中国の税関で押収されたこと があった。衝
撃的ではあったが、世界全体の密輸押収量と⽐較すればごく⼀部である。

 密猟された象⽛が⽇本市場に⼤量に流⼊しているという証拠はない。そして、
⽇本政府は、概ね違法取引を封じ込めているという⾒解である。

 したがって、⽇本の市場閉鎖が東部の密猟対策に有効かは疑問である。他⽅、
中国の市場閉鎖が密猟対策に有効か、闇市場に流れて効果がないかは、現段階で
はまだ判断がつかない。少なくとも、⽇本からの密輸品を⽇本でなく中国が摘発
したことは、中国の摘発能⼒の⾼さを⽰している。⽇本側の監視強化が問われ
る。

ゾウには⼈を襲うという問題も

 ゾウはクマと同様に⼈⾝事故を引き起こす点も忘れてはいけないだろう。私の
研究室のスリランカ⼈留学⽣によると、スリランカでは 2 0 1 1年から 5年間に 3 3 3

⼈がゾウに襲われて命を落とし、 1 1 4 7頭のゾウが有害駆除されているという。
アジアゾウは絶滅危惧種であり、同国の⽣息頭数は 2 0 1 1年に 5 8 7 9頭と推定され
ている。ゾウの捕殺が違法な同国で、⽣息頭数の約 4 %が毎年有害駆除されてい
る計算になる。

 これは象⽛の利⽤を封じれば解決する問題ではないだろう。アフリカゾウで
も、同じように獣害問題は深刻である。

 象⽛は捕鯨とは異なり、⽔産庁ではなく経済産業省の所轄である。そして、⽇
本で象⽛の持続的利⽤を⼒説しているのは環境省である。環境省の象⽛問題に関
する⼀問⼀答 があるので、読者も読んでみるとよいだろう。また、W W Fジャ
パンのサイト と読み⽐べてみるのもよいだろう。
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型
動
物
た
ち
に
最
適
な
す
み
か
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た。

か
つ
て
は
都
市
に
と
っ
て、

農
村
地
域
は
大
型
動
物
の
防
波
堤

の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た。

し
か
し、

今
で
は
こ
の
よ
う
な
無
管
理
状
態

に
よ
っ
て
防
波
堤
は
決
壊
し、

動
物
た
ち
は
市
街
地
へ
容
易
に
侵
入
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る。

こ
う
し
て
考
え
る
と、

大
型
動
物
た
ち
の

市
街
地
出
没
問
題
は、

野
生
動
物
の
間
題
で
は
な
く、

人
間
社
会
の
間
題

と
い
え
る。

羽
山
伸

野牛動物IIIl題とはなにか 30 

UP 第49巻第3号(2020/3/5）東京大学出版会 羽山伸一

H MATSUDA
下線

H MATSUDA
下線

H MATSUDA
下線

H MATSUDA
下線



こ
れ
ま
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
生
動
物
が
か
か
わ
る
社
会
問
題
が
発
生

し
、
と
く
に
人
間
社
会
が
被
害
を
受
け
る
問
題
は
年
々
深
刻
化
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
野
生
動
物
に
よ
る
農
林
水
産
業
被
害
問
題
。
今
世
紀
に
入

っ
て
か
ら
、
各
地
で
被
害
問
題
が
激
甚
化
し
、
か
っ
て
は
中
山
間
地
域
問

題
と
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
が
、
一
気
に
社
会
問
題
化
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
農
作
物
被
害
額
だ
け
で
も
年
間
二
○
○
億
円
を
超
え
て
い
た
が
、
二

○
一
○
年
度
の
二
三
九
億
円
を
ピ
ー
ク
に
、
二
○
一
八
年
度
に
は
一
五
八

億
円
ま
で
減
少
し
た
。
こ
の
間
に
、
お
も
な
加
害
獣
で
あ
る
シ
カ
や
イ
ノ

シ
シ
が
と
く
に
減
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
年
間
一
○
○
億
円
を

超
す
防
護
柵
な
ど
の
施
設
整
備
や
耕
作
放
棄
地
の
激
増
な
ど
の
影
響
が
考

え
ら
れ
る
。

と
り
わ
け
問
題
な
の
は
シ
カ
の
激
増
だ
が
、
政
府
に
よ
る
一
○
年
間
で

知泉書館
野
生
動
物
問
題
は
人
間
社
会
の
問
題

ゲーテとドｲﾂ精神史
講義・講演集より
《知泉学術叢書11》

カツシーラー／田中亮平・森淑仁煽

訳講義，講演等の論孜から従来カ
ント哲学の流れで捉えられたカッ

シーラー哲学を理解する貴重なゲー

テ諭を展開 新書/472p/5000円

｢ｲｿｯプ寓話｣の形成と展開
古代ギリシアから近代日本へ
吉川斉著ヨーロッパの古典教育

ではどう活用されたか，明治期日本
のイソップ受容が教育の現場や国民
にどのような意味があったのか探究

した貴重な研究菊/370p/5300円

債鬼転生
討債鬼故事に見る中国の親と子
福田素子著生まれ変わって前世の
借金を取り立てる，中国で語り継が
れた物語「討債鬼故事」の成立から

わが国への受容まで通時的広域的に

幅広く追求 A5/368p/4500円

ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｰプﾙ使節記
《知泉学術叢書10》

リウトブランド／大月康弘訳オッ

トー1世（フランク王，皇帝）によ

りビザンツ帝国へ派遣された使節に

よる10世紀の国際環境を伝える第

一級の史料 新書/272p/3300円

ﾄﾏｽ･ｱｸｨﾅｽの形而上学
経験の根源

古舘恵介著アリストテレスの形而

上学を踏まえてトマスに正面から挑

み，近代における研究史を丹念に跡
づける。 トマス形而上学入門として

もお勧めの一書菊/232p/5000円

ﾙﾈｻﾝｽ文化人の世界
人文主義･宗教改革・ｶﾄﾘｯｸ改革
根占献一著概念，宗教改革とカト

リック改革，科学史，宗教史，芸術
などの研究分野の他，時代を特徴づ

ける人文主義者たちを扱い，多層的

な活動を描く A5/292p/5500円

個
体
数
を
半
減
さ
せ
る
と
い
う
政
策
も
、
ハ
ン
タ
ー
の
減
少
な
ど
で
目
標

達
成
に
は
程
遠
い
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
分
布
域
は
都
市
部
や

高
山
地
帯
ま
で
拡
大
し
、
日
本
を
代
表
す
る
国
立
公
園
の
大
半
で
シ
カ
に

よ
る
自
然
植
生
へ
の
影
響
が
出
て
い
る
。
こ
う
な
る
と
、
被
害
問
題
と
一

括
り
に
は
で
き
ず
、
被
害
者
の
自
助
努
力
に
よ
る
対
策
で
は
限
界
が
あ
る
。

さ
ら
に
近
年
、
深
刻
化
し
て
い
る
の
が
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
ペ
ッ
ト
ブ
ー

ム
に
端
を
発
す
る
外
来
動
物
問
題
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
地
球
上
で
動
物

を
飼
う
動
物
は
人
間
だ
け
で
あ
り
、
む
や
み
に
世
界
中
か
ら
野
生
動
物
を

買
い
あ
さ
る
の
も
、
人
間
の
本
性
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の

結
果
と
し
て
、
原
産
地
の
生
物
多
様
性
を
侵
し
、
さ
ら
に
は
遺
棄
・
逸
走

し
た
動
物
た
ち
が
日
本
中
で
人
間
生
活
へ
の
被
害
や
生
態
系
影
響
を
起
こ

す
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

北
米
原
産
の
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
ア
ニ
メ
の
影
響
で
ペ
ッ
ト
と
し
て
輸
入

さ
れ
た
が
、
野
生
由
来
の
個
体
で
あ
る
た
め
、
飼
い
き
れ
ず
大
半
が
遺
棄
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i

H28/12/16【高崎市貝沢町】

イノシシが通学中の生徒ら

に体当たりし、軽傷を負わ

せる

H28/12/16【高

イノシシが通肖

に体当たりし、

せる

H30/07/03【前橋市住吉町】

ニホンジカが県庁の近くで

目撃される

H30/10/09【高崎署付近】

サルが出没。その後は市街
地を横断し、前橋市へ移動

したもよう

H30/10/09

サルが出没
H28/09/08【伊勢崎市昭和町】

イノシシがアパートの2階へ

侵入する

H28/10/29【高崎駅】

西口にイノシシが出没し、

1時間以上駆け回り、立体

駐車場から転落して死亡

体

堂

…

H29/11/20【大；

イノシシが民家
－8口＝ロー…~‐一

H29/11/20【大泉町朝日】

イノシシが民家の敷地内

で児童に噛みつく

一画塾"

図群馬県の平野部における大型野生動物の出没地点（2016-2018年度)◎作図：梅田健太郎

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に
、
全
国
の
大
都
市
で
野
生
化
し
、
捕

殺
さ
れ
る
個
体
は
年
間
三
万
頭
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
ら
は
、
人
間
が
思
い
つ

き
で
飼
う
こ
と
な
ど
し
な
け
れ
ば
、
け
っ
し
て
失
わ
れ
な
か
っ
た
生
命
で

あ
る
。
同
じ
こ
と
が
、
イ
ヌ
や
ネ
コ
な
ど
の
家
庭
動
物
に
も
い
え
る
。

一
方
で
、
人
間
は
オ
オ
カ
ミ
や
カ
ワ
ウ
ソ
、
ト
キ
や
コ
ウ
ノ
ト
リ
な

ど
、
多
く
の
野
生
動
物
を
絶
滅
に
追
い
込
ん
で
き
た
。
絶
滅
に
は
い
た
っ

て
い
な
い
野
生
動
物
た
ち
も
、
環
境
汚
染
物
質
な
ど
に
よ
る
健
康
影
響
を

今
も
受
け
続
け
て
い
る
。
米
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
今
世
紀
に
入
っ
て

野
生
動
物
の
大
量
死
が
世
界
的
に
発
生
し
、
そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て

感
染
症
の
蔓
延
を
あ
げ
て
い
る
。
野
生
動
物
の
大
量
死
は
絶
滅
に
つ
な
が

る
可
能
性
も
あ
り
、
さ
ら
に
共
通
感
染
症
の
場
合
は
人
間
や
家
畜
へ
の
甚

大
な
被
害
を
お
よ
ぼ
す
だ
ろ
う
。

現
在
問
題
と
な
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
高
病
原
性
烏
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
、
さ
ら
に
は
Ｃ
Ｓ
Ｆ
（
い
わ
ゆ
る
豚
コ
レ
ラ
）
、
Ａ
Ｓ
Ｆ
（
ア

フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
）
は
、
す
べ
て
野
生
動
物
由
来
の
共
通
感
染
症
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
ウ
イ
ル
ス
は
過
密
な
家
畜
や
人
間
集
団
に
よ
っ
て
変

異
を
引
き
起
こ
し
た
た
め
に
感
染
爆
発
し
、
そ
れ
が
野
生
動
物
集
団
に
再

度
感
染
（
こ
れ
を
ス
ピ
ル
バ
ッ
ク
と
い
う
）
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
感
染

拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
。
つ
ま
り
、
野
生
動
物
は
媒
介
者
で
も
あ

る
が
被
害
者
で
も
あ
る
。

二
○
一
八
年
に
岐
阜
県
で
、
わ
が
国
で
は
二
八
年
ぶ
り
と
な
る
Ｃ
Ｓ
Ｆ

が
発
生
し
、
イ
ノ
シ
シ
に
感
染
し
て
し
ま
っ
た
。
二
八
年
前
に
は
イ
ノ
シ

シ
が
平
野
部
に
生
息
す
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
イ
ノ
シ
シ
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へ
の
感
染
対
策
は
準
備
す
ら
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
結
果
的
に
、
わ
ず
か

一
年
間
で
感
染
エ
リ
ア
は
一
万
平
方
キ
ロ
に
ま
で
拡
大
し
た
。
こ
の
間

に
、
一
○
○
億
円
単
位
の
対
策
費
が
投
入
さ
れ
て
い
る
が
、
終
息
の
目
途

は
た
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
一
連
の
人
間
と
野
生
動
物
の
関
係
性
に
あ
る
問
題
を
、
私
は

「
野
生
動
物
問
題
」
と
名
づ
け
、
そ
の
問
題
解
決
に
永
ら
く
格
闘
し
て
き

た
。
当
初
、
野
生
動
物
問
題
の
解
決
に
は
、
野
生
動
物
の
生
態
な
ど
を
よ

く
知
り
、
そ
の
う
え
で
彼
ら
と
の
共
存
の
道
筋
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
科

学
者
の
使
命
と
考
え
て
き
た
。
し
か
し
、
い
く
つ
も
の
野
生
動
物
問
題
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
、
野
生
動
物
問
題
と
は
人
間
社
会
の
病
理
現
象

が
原
因
で
あ
り
、
人
間
社
会
を
変
え
な
い
限
り
問
題
の
解
決
は
な
い
と
思

い
な
お
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
人
間
社
会
の
規
範
で
あ
る
法
律
や
制
度
を
変
え

る
べ
き
だ
と
思
い
立
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
ろ
に
野
生
動
物
に
か
か
わ

2020 屋匿刀．

地図でみる城下町
野間晴雄･山近博義･矢野司郎編

B5判/141頁/定価[1'800+税]円
ISBN978-4-86099-360-3

近世の城絵図(『主図合結記』

嘉永2年)に掲載された148か

所の城下町から66か所を選

択。明治期と現在の地形図と

の比較し、立地、城絵図との

対照、武家屋敷・町屋の配置

などを解説。城下町の｢みどこ

ろ｣も記しまち歩きの便をはか

った。本書を手に城下町探訪

の旅へどうぞ。

●関連書・好評発売中

読みたくなる｢地図」
東日本編・西日本編・国土編擬

(平岡昭利編)饗カラー

地図でみる京都
(岩田貢・山脇正資著）

各巻定価[1,600+税]円

2020 二財

辮蹴柵
RusticandRefined

MechtildMERTZ著

85判/140頁/定価[4,800+税]円
lSBN978-4-86099-367-2

わが国の宮大工・町屋大工・数

寄屋大工･建具師たちが､茶室・

町屋・寺社等の建材や建具に木

材をどう利用してきたかを解説

第2部には1876年のフィラデル

フィア万国博覧会で披露された

｢有用木材捷覧｣から重要樹種32

種を抜粋して掲載した。 『Wood

andTraditionalWoodworking

injapan｣ (第2版、 2016、日
本語版：『日本の木と伝統木工

芸』)に続く待望の害。英語版・

オールカラー。

る
法
律
は
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
制
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
私
自
身
の

専
門
は
獣
医
学
で
あ
り
、
動
物
に
か
か
わ
る
知
識
は
あ
っ
て
も
、
新
た
に

法
律
を
つ
く
る
術
な
ど
持
ち
合
わ
せ
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
大
学

で
は
徐
々
に
論
文
数
至
上
、
王
義
が
広
ま
り
、
専
門
外
の
分
野
に
挑
戦
す
る

な
ど
自
分
の
首
を
絞
め
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
時
期
に
思
い
が
け
ず
出
会
っ
た
の
が
公
害
研
究
委
員
会
の
先
生

方
だ
っ
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
各
地
の
公
害
や
環
境
問
題
の
現
場
で
問
題

解
決
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
世
界
最
古
の
環
境
問
題
学
術
誌
で
あ
る
「
公

害
研
究
」
（
現
在
は
「
環
境
と
公
害
」
）
を
編
集
す
る
学
際
的
集
団
で
あ
る
。

私
は
そ
の
編
集
同
人
の
末
席
に
加
え
て
い
た
だ
き
、
都
留
重
人
、
宇
沢
弘

文
、
原
田
正
純
の
各
先
生
を
は
じ
め
、
名
だ
た
る
知
の
巨
人
が
語
る
社
会

問
題
へ
の
姿
勢
や
誇
持
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
大
い
な
る
財
産

と
な
っ
た
。

と
り
わ
け
心
に
響
い
た
の
は
、
宇
沢
先
生
に
よ
る
「
社
会
的
共
通
資

急蕊篇懲
http://www・kaiseisha-press.､e・jp／
Tb1077.577.2677FaxO7秘577-2688

直接注文の場合送料200円ですb
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本
」
の
管
理
と
い
う
課
題
だ
っ
た
。
「
社
会
的
共
通
資
本
」
は
、
交
通
や

医
療
と
い
っ
た
人
間
社
会
の
公
的
イ
ン
フ
ラ
ば
か
り
で
は
な
く
、
水
や
森

を
は
じ
め
と
す
る
自
然
環
境
も
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
と
宇
沢
先
生
は

説
か
れ
た
。

そ
し
て
、
社
会
的
共
通
資
本
は
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る
職
業

的
専
門
家
に
よ
っ
て
、
専
門
的
知
見
に
も
と
づ
き
、
職
業
的
規
律
に
し
た

が
っ
て
管
理
、
運
営
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
政
府
や
市
場
の
基
準
・
ル

ー
ル
に
し
た
が
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
原
理
は
、
社
会
的

共
通
資
本
の
問
題
を
考
え
る
と
き
、
基
本
的
重
要
性
を
持
つ
。
社
会
的
共

通
資
本
の
管
理
、
運
営
は
、
フ
ィ
デ
ュ
シ
ア
リ
ー
の
原
則
に
も
と
づ
い

て
、
信
託
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
、
そ
の
管
理
の
あ
り
よ
う
を
示

さ
れ
た
。
私
は
、
自
然
環
境
の
管
理
に
「
職
業
的
専
門
家
」
が
欠
か
せ
な

い
、
と
い
う
考
え
に
わ
が
意
を
得
た
の
で
あ
る
。

翻
っ
て
、
わ
が
国
の
野
生
動
物
問
題
を
解
決
し
、
適
正
な
自
然
環
境
管

理
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
職
業
的
専
門
家
」
は
い
る
だ
ろ
う
か
。
明

治
期
以
降
、
一
世
紀
に
わ
た
る
乱
獲
の
時
代
で
は
、
行
政
機
関
は
野
生
動

物
を
捕
獲
す
る
行
為
の
規
制
を
す
れ
ば
す
ん
で
い
た
。
そ
れ
に
は
科
学
も

不
要
で
、
規
制
行
政
の
た
め
の
許
可
基
準
さ
え
国
が
定
め
れ
ば
、
だ
れ
に

で
も
仕
事
が
務
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
代
の
野
生
動
物
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
知
識
や
技
術
に

加
え
、
科
学
的
な
分
析
能
力
も
必
要
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
社
会
的
共
通

社
会
的
共
通
資
本
と
し
て
の
野
生
動
物
と
管
理

資
本
で
あ
る
医
療
に
は
病
院
だ
け
で
は
な
く
職
業
的
専
門
家
で
あ
る
医
師

が
不
可
欠
で
あ
る
。
同
様
に
、
教
育
で
は
学
校
だ
け
で
は
な
く
教
師
が
、

防
災
で
は
消
防
署
だ
け
で
は
な
く
消
防
士
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
う
で
あ
れ

ば
、
野
生
動
物
の
管
理
に
同
じ
よ
う
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
必
要
で
あ
る
は

ず
だ
。少

し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
認
識
は
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
芽

生
え
、
専
門
技
術
者
を
雇
用
す
る
動
き
が
出
て
き
て
い
る
。
た
だ
し
、
問

題
は
そ
の
雇
用
条
件
で
あ
る
。
ま
だ
新
し
い
分
野
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

と
く
に
行
政
機
関
で
は
正
規
職
員
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
進
ん
で
い
な

い
。
こ
れ
で
は
、
い
く
ら
有
為
な
若
者
が
い
て
も
、
二
の
足
を
踏
ん
で
し

ま
う
の
は
当
然
だ
。
今
世
紀
に
入
っ
て
、
少
な
く
と
も
五
○
以
上
の
農
学

系
大
学
で
、
野
生
動
物
管
理
に
か
か
わ
る
専
門
教
育
を
開
始
し
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
「
出
口
問
題
」
が
解
消
さ
れ
な
け
れ
ば
、
宝
の
持
ち
腐

れ
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

野
生
動
物
問
題
は
、
人
間
と
野
生
動
物
が
い
る
限
り
、
未
来
永
劫
続
く

も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
政
策
決
定
者
に
欠
け
て
い
る
。
も
う
、
頭
を

切
り
替
え
る
べ
き
だ
。
じ
つ
は
、
こ
の
問
題
は
前
世
紀
か
ら
繰
り
返
し
国

会
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
だ
。
よ
う
や
く
二
○
一
四
年
の
鳥
獣
法
抜
本

改
正
に
あ
た
っ
て
、
科
学
的
・
計
画
的
な
管
理
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た

め
、
野
生
動
物
管
理
に
関
す
る
専
門
的
な
知
見
を
有
す
る
職
員
が
都
道
府

県
に
配
置
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
示
さ
れ
た
。

こ
の
と
き
の
国
会
附
帯
決
議
で
は
、
都
道
府
県
に
お
け
る
専
門
的
職
員

の
配
置
状
況
を
国
が
把
握
し
、
毎
年
公
表
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
今
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回
の
抜
本
改
正
が
、
従
来
か
ら
の
捕
獲
規
制
法
か
ら
、
野
生
動
物
管
理
に

公
的
資
金
を
投
入
し
て
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
問
題
解
決
を
目
指
す
管
理

法
へ
と
転
換
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。
さ
ら
に
野
生
動
物
管
理
は
、
都

道
府
県
の
自
治
事
務
で
あ
る
た
め
、
そ
の
組
織
改
革
を
促
す
ね
ら
い
も
あ

っ
た
。こ

の
国
会
附
帯
決
議
を
受
け
て
、
二
○
一
五
年
か
ら
は
毎
年
四
月
一
日

現
在
の
都
道
府
県
に
お
け
る
専
門
的
職
員
の
配
置
状
況
が
、
環
境
省
か
ら

公
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
二
○
一
五
年
度
当
初
に
は
、

全
国
の
鳥
獣
担
当
職
員
四
二
四
六
名
（
非
常
勤
職
員
を
含
む
）
の
う
ち
、

専
門
的
職
員
は
わ
ず
か
一
三
五
名
し
か
配
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
一
三
県
で
は
専
門
的
職
員
が
ま
っ
た
く
配
置
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
こ
れ
で
は
野
生
動
物
問
題
が
解
決
す
る

は
ず
が
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
各
自
治
体
の
現
状
は
徐
々
に
改
善

す
る
と
期
待
さ
れ
た
。
少
な
く
と
も
全
国
に
四
○
○
○
を
超
す
ポ
ス
ト
が

現
実
に
あ
る
の
だ
。
し
か
し
、
若
干
の
改
善
の
兆
し
は
あ
っ
た
も
の
の
、

二
○
一
七
年
度
を
ピ
ー
ク
（
と
い
っ
て
も
一
六
○
名
）
に
、
以
降
は
逆
に

専
門
的
職
員
数
が
減
少
に
転
じ
て
し
ま
っ
た
。
も
は
や
、
都
道
府
県
自
身

が
、
こ
う
し
た
職
員
の
必
要
性
を
認
め
て
い
な
い
と
考
え
ざ
る
を
え
な

い
。
国
情
が
異
な
る
の
で
直
接
的
な
比
較
に
は
な
ら
な
い
が
、
た
と
え
ば

行
政
機
関
に
一
万
名
以
上
の
野
生
動
物
専
門
技
術
者
が
雇
用
さ
れ
て
い
る

米
国
と
で
は
、
あ
ま
り
に
も
日
本
の
野
生
動
物
管
理
体
制
の
状
況
は
か
け

離
れ
て
い
る
。

す
で
に
急
激
な
人
口
減
少
社
会
が
始
ま
り
、
と
く
に
農
山
村
で
は
地
域

社
会
を
維
持
す
る
こ
と
す
ら
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
時

に
、
わ
が
国
の
長
い
歴
史
を
通
じ
て
国
土
を
保
全
し
、
野
生
動
物
を
管
理

し
て
き
た
担
い
手
が
失
わ
れ
る
こ
と
も
意
味
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の

影
響
が
都
市
へ
波
及
し
、
安
全
な
生
活
環
境
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

人
材
の
確
保
こ
そ
、
最
優
先
の
急
務
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
自
治
体

に
新
た
な
職
域
を
つ
く
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
で
さ
え
、
日
本
は

公
務
員
が
極
端
に
少
な
い
国
家
で
あ
る
。
公
共
的
な
職
務
を
信
託
す
る
人

材
に
公
的
資
金
を
投
入
し
な
い
の
は
お
か
し
な
話
だ
。
職
業
的
専
門
家
が

配
置
さ
れ
て
い
れ
ば
防
げ
た
問
題
が
出
る
た
び
に
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の
対

策
に
一
○
○
億
円
単
位
の
血
税
が
使
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
人

材
に
投
資
す
る
ほ
う
が
ま
し
で
あ
る
。

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
を
す
れ
ば
、
問
題
の
解
決
は
む
ず
か
し
く
な
い
の

で
あ
る
。

（
は
や
ま
・
し
ん
い
ち
野
生
動
物
学
）

木
全
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氏 名

学 位 の 種 類

学 位 記 番 号

学位授与の日付

学位授与の要件

学 位 論 文 題 目

論 文 審 査 委 員

高　円　宮　妃　久　子
たか まどのみや ひさ こひ

博　士（芸術文化学）

乙博文第 26 号

平成 24 年 2 月 27 日

学位規則第 4条第 2項該当（論文博士）

主査　教授

副査　教授

副査　教授

副査　教授

副査　東京藝術大学名誉教授

根付コレクションの研究
── 高円宮コレクションを中心に ──

山 縣　　煕

伊 藤　　隆

田 中 敏 雄

籔 亨

澄 川 喜 一

内容の要旨

　本論文は、本学の客員教授でもある学位（博士）申請者高円宮妃久子が、これまではどち

らかといえば、単に好事家の収集の対象物にすぎないとも考えられていた「根付」を、研究

の対象として改めて取り上げ、総合的に論じることを通して、日本固有の美術工芸品「根付」

として、日本美術史の中に正統に位置づけようとする試みである。申請者の志向の在り処は、

例えば浮世絵版画の初期研究者のそれにも類似すると思われる。先行する研究論文は殆どな

く、あるのは好事収集家の、どちらかといえば主観的にすぎる文章がその殆どを占める。ま

た研究の対象となる作品も、世界中に散在することは確かではあるが、どこにどのように存

在しているかの基礎的な資料さえない。しかも版画に比べてなお「根付」のその大きさを考

えてみるとき、そして「根付」のこの小ささこそがまた、好事収集家をして、それを収集の

垂涎の的たらしめてもいるのだが、それら小さな「根付」が、どこにどのように存在してい

るのかの情報収集さえもが、まだ今では大きな課題となる。

　この時、申請者高円宮妃の立場は特権的である。それはこの論文の主要部分を構成する「第

三部　高円宮コレクションについての考察」においても明らかになるように、申請者自身が

コレクターであるという事実であり、その結果、コレクター間の情報網に関し、国内はもち
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ろん国際的にも通じているという事実である。それと共に、現代における情報ネットワーク

の発達も付記しておかなければならない一因であろう。

　以上の論文制作以前の状況において、申請者は論文を次のような三部構成としている。

　第一部「根付に関する歴史的理論的な基礎的考察」、第二部「コレクションについての考察」、

第三部「高円宮家コレクションについての考察」という構成である。

　先に述べたように「根付」作品の基礎的資料さえ存在しない時に、世界に散在する主な根

付コレクションを主題化し、その考察を通して、「根付」そのものにアプローチしようとする

申請者の着眼は卓見とも言えよう。

　以上は本論文の構成への言及であるが、以下その内容をやや詳細にみることにする。

　第一部「根付に関する歴史的理論的な基礎的考察」は五章からなる。

　第一章「根付の歴史」は「根付の起源」「江戸時代」「幕末から明治にかけて」「明治維新以

降」「現代根付」というタイトルの五つの節をもつ。先に述べたように本格的な先行研究論文

の存在しない中で、上田令吉の『根付の研究』を手掛りに、日本美術史における風俗画の調

査文献などを参考にしつつ、可能な限り、「根付の起源」にアプローチすると共に、江戸時代

における武士文化の印籠や喫煙習慣、町民文化の煙草入れが根付の流行を生んだと指摘する。

そして、幕末における煙管の流行が根付の流行に衰退の兆しをもたらすと共に、明治維新以

降の洋装の一般化、紙巻煙草の普及等が提物と共に普及流行していた根付に、決定的な打撃

を与えたことに言及する。しかしこうした国内における根付使用の衰退はまた欧米における

「ジャポニスム」の流行、海外における美術愛好家の収集の対象としての根付の位置付けとい

う結果を生み、何度かの盛衰を経、「現代根付作家」が世界に存在するという今日の状況に至

る過程が分析される。

　第二章「根付の種類とその形体」以下、三章「根付の材料・技法」、四章「根付の意匠・題

材」においては、「根付」に関する基礎的考察がなされる。本来、実用的で日常的な工芸品で

あった根付は「制作者側と使用者側双方の好みに基づく〈ファッション〉性を反映」してい

たという指摘は新鮮である。

　また第五章「『装劔竒賞』などに見る根付師」では、その初版本と再版本との比較、さらに

は上田令吉の『根付の研究』とも比較することで、江戸時代の古根付師の存在と所在を明ら

かにしようとする試みがなされる。

　第二部の「コレクションについての考察」は大きく二つの章をもつ。
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　第一章は、「コレクションに関する一般的考察」という主題で「コレクションとは何か」と

いう問いへの答えが試みられている。そこでは（一）「コレクターとコレクションについて」

（二）「根付コレクションと美術商とのかかわり」という二つの節をもつ。

　第二部の圧巻は、第二章「世界のコレクションについての具体的考察」であり、この論文

の中心をなすものとも思われもする。

　東京国立博物館の郷コレクションの具体的分析に始まり、大英博物館とヴィクトリア＆ア

ルバート・ミュージアムのコレクション、さらには、バウアー・ファウンデーション東洋美

術館のバウアーコレクション、エルミタージュ美術館所蔵のコレクション、またアメリカの

ボストン美術館およびＬＡＣＭＡ所蔵のコレクション等へと及ぶ具体的な考察に際して、根

付を考察・分析・評価する申請者の文章は、コレクターとして根付を愛でると共に、研究者

として客観的に分析しようとするという、二つの極を往還する優れた記述である。

　またこれらパブリック ･ コレクションへの言及とは別に、プライベート・コレクションと

して六名のコレクターが取り挙げられ、そこでは、コレクターの人物そのものへの言及もあり、

コレクターとして、他のコレクターと深く関わると共に、研究者でもあろうとする申請者の

立ち位置の位相の特殊性が遺憾無く発揮されている。

　第三部「高円宮コレクションについての考察」は以下の五章をもつ。すなわち第一章「根

付コレクターとしての殿下」、二章「高円宮コレクションの現代根付」、三章「高円宮コレクショ

ンの古根付」、四章「高円宮コレクションの古根付分類」、五章「根付文化の保護と育成」である。

言うまでもないことだが、この第三部は申請者を措いてほかに書くことのできる研究者の

存在しえない部分であり、第一部の理論的研究も、第二部のコレクションについての具体的

分析・研究も、すべてはこの第三部へと流れ込むためのものであったということが理解される。

そしてまた申請者が、その「結論と今後の展望」において言及しているように、「根付」に関

する研究は今後、ここより流れ出ることになるだろう。

審査結果の要旨

　内容の要旨においてすでに述べたように、この論文は、これまでは単に好事家の収集の対

象であるかのように考えられてきた、日本固有の美術工芸品である「根付」を、改めて研究

の対象として取り上げ、総合的に論じることを通して、日本美術史の中に正統的に位置づけ

ようとする試みであると思われる。

　申請者自身、本論文の冒頭、「序論」の書き出しにおいて次のように述べている。「本研究は、

根付に関する基礎的考察を行うと共に、世界のコレクション並びにコレクターについての実

証的研究と論者に直接話された殿下のご発言を踏まえて、世界的に珍しい高円宮コレクショ
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ンの特色を明らかにし、今後の根付研究の進展に資することを主たる目的としている。」

　またその「結論と今後の展望」の掉尾において申請者は「高円宮コレクションの今後につ

いてであるが（略）殿下が力を入れておられた、根付文化継承のために活用したいと考えて

いる。その一環として、いつかは東京国立博物館において常設展示されるように、と殿下が

望まれていたことを考え、今秋一部の寄贈が決まり、『高円宮コレクション室』として常設展

示されることになった。（略）海外の博物館や美術館に劣らない研究に適した環境を作ってい

きたいと考えている。（略）（そうした）動きの中で本論がその一端を担うことができれば幸

いである。」と述べている。

　こうした申請者の文章に呼応する第三者の文章が『東京国立博物館ニュース』第 709 号に

掲載されている。それは「高円宮コレクション室オープン」という見出しでおよそ以下のよ

うな文章である。「このたび、故高円宮殿下が妃殿下とともに蒐集された根付コレクションを、

東京国立博物館にご寄贈いただくことになりました。／根付は印籠や煙草入れ、巾着などを

腰に提げる際、紐の端につけた留め具です。（略）根付の巧緻をきわめた彫技は、欧米の美術

愛好者の心を捉えました。今でも根付のファンやコレクターは海外に多く、その要望に応え

た作家たちは現代まで根付を制作、発表し続けています。／殿下はこうした現代根付を日本

国内に残し、国のしかるべき施設で展示することが必要だとお考えになり、積極的に蒐集な

さいました。（略）（竹内奈美子）」

　さて本論文の審査員の一人、田中敏雄副査は次のように述べている。その意見は審査員五

名がほぼ同一の考え方をしていると思われるので、やや長くなるがそのまま引用する。

　「本論文は根付に関する歴史、主題、素材、作家等を考察した基礎的研究（第一部）と世界

のコレクターによる根付の各コレクションの紹介（第二部）と高円宮コレクションの綿密な

調査に基づく資料の分析（第三部）で構成されている。申請者はコレクターとしての主観を

重視した目と研究者としての客観を重視した目の二つの視座をもって論文を構成している。

そこにはコレクターとしての、又、研究者としてのそれぞれの視座の良い面と瑕疵とする面

の両方が混在する。しかし、それを申請者の根付に対する熱い思いと研究に対する真摯な努

力によって両方を克服し、主観性と客観性の二つの眼の相乗的効果を生み出し、今までにな

い新しい切り口と知見を披瀝してくれた。」

　また籔　亨副査は同じくコレクターであると共に研究者でもある申請者の立場に関し、田

中敏雄副査とは別の側面から次のように言及している。「殊に『根付の世界』に関して、申請

者は根付コレクターとしての体験に基づいて、内外の根付コレクターと根付コレクションと

の関係、根付コレクションにおいて美術商が果している役割、美術商による根付研究の動向

などが詳細に論じられており、説得力に満ちている。」

　さらに籔　亨副査は第二部第二章「世界のコレクションについての具体的考察」の冒頭に
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おける、申請者による「根付の評価」に関する記述をめぐり、「優れた指摘である」としても

いる。その部分は申請者の両義的立場からなされた正に優れた記述であると思われるので、

論文本文を要約的に紹介しておく。

　申請者はまず「世界の根付コレクションについて具体的な考察を試みる前に、確認してお

きたい点がある」と断った後に、それは「評価をめぐる諸問題である」と単簡に指摘する。

その上で「こうした個々の根付の評価の問題に関してはこれまでそれらの個々の根付の辿っ

た歴史、その日用品としての特性、さらには視覚芸術的側面も含めて総合芸術品としての、

たとえば、彫刻、日本画的色彩、彫金、文学的題材、素材などにも関わる価値判断がそれら

の個々の根付を対象として行われるということが不可欠と思われる。」と述べている。その結

果、根付の評価を特に困難にしている、三つの理由が続いて列挙されている。「第一に、根付

の素材は多岐にわたっており、木彫・牙彫、漆器、蒔絵、陶磁器などに関する広く深い知識

が求められる点であり、第二に、その各々の分野において、それぞれ固有の作品が存在する

ため、結果としては根付に重要な位置を与えられないことになるという点である。換言すると、

根付は彫刻、蒔絵、陶磁器など各個別分野の研究対象にはなりえず、その結果、根付である

ことを重視した先行論文と照合して評価できない点である。第三に、第一、二の理由と関連し、

根付固有の特性についての知識と経験が必要であるという点である。例えば根付の条件とし

て必須の、（略）できる限り形状が丸く、日用品であるから帯や着物を傷めず、またそれ自身

破損しないように丈夫であることや紐通しがあることなど根付固有の質や形状に関する豊富

な知識が必要であるのに加えて、手にとって多くの根付を見ることにより培われた実践的な

鑑識眼が欠かせない。」このように、根付評価に関しては「理論的な知識や実践的な鑑識眼」

の必要を強調した後に申請者は、「根付を受容する際の感性的評価」に言及する。そしてこの

問題は「殿下の指摘された『捻り』の有無による根付評価と密接に関係している」と述べて

いる。申請者はさらに、「たくみ」「しゃれ」「あたたかみ」「なれ」などという考えにも言及

してもいる。

　従来、日本の伝統芸術は「わび」「さび」という限られた美的概念でのみ考えられがちであっ

たが、根付という「日本の伝統美術工芸」を媒介として、「捻り」「たくみ」「しゃれ」「あたたかみ」

「なれ」などという新しい、美的カテゴリーを日本的美学概念の中に付け加えることが可能で

あることをこの論文は示唆している。

　伊藤　隆副査は「高円宮コレクション」を「殿下のコレクションでありながら、申請者と

の共同蒐集であり、今も進化しながら生き続ける日本の伝統的美術である根付の歴史的変遷

を、江戸から現代まで総体的に観ることができる世界的に珍しいコレクションである」と位

置づけると共に、「申請者は、深遠な知識と、世界的な視野」に基づき『根付について』の基



─ 40 ─

礎的考察と世界のコレクションについての研究を明らかにしている」と評価する。

　籔　亨副査もまた「根付コレクションに関する理論と実践が解き難く結びついて優れた成

果を上げている」と高く評価している。

　田中敏雄副査は、先に挙げた「捻り」その他の「美的理念」に触れ、申請者が、根付にそ

うした美的理念を導入し、「根付の新しい価値を論じたのは卓見である」と評価すると共に、「全

体は根付の総合的な研究」であり、「根付の研究書の未だ少ない今日、若い後進の学徒の道標

となる論文である」とも評価している。

　彫刻家であると共に東京藝術大学の名誉教授でもあるが、今は世界一高い「東京スカイツ

リー」のジェネラル・マネージャーとして知られている澄川喜一学外副査は「小さい彫刻で

ある根付に関する、この優れた論文によって、日本の物づくりの技が見直されることになる

だろう。根付という小さい彫刻の中に、日本の物づくりの技が凝集されており、それは世界

に誇りうるものであり、そのことをこの論文は明らかにしている」と評価している。

　以上、副査一人一人の評価する観点、評価するその仕方は異なってはいるが、この論文が

論文博士（芸術文化学）の学位申請論文に十二分に値するものであるという点では審査員全

員の意見は一致している。

　この論文を「根付研究」の嚆矢として、日本における根付の研究が今後、深化・発展する

ことが、申請者と共に、審査員全員の望むところでもある。
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